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紙
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弁
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
北
方
領
土
問
題
の
提
議
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
、
二
及
び
六
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
九
月
十
八
日
内
閣
衆
質
一
六
八
第
六
号
）
三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ

り
、
か
か
る
考
え
に
基
づ
き
、
政
府
と
し
て
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
北
方
領
土
問
題
を
提
議
し
、
文
書
等
に

盛
り
込
む
考
え
を
有
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
総
括
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
千
九
百
九
十
二
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ミ
ッ

ト
に
お
い
て
発
出
さ
れ
た
政
治
宣
言
に
お
い
て
、
北
方
領
土
問
題
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
該
当
部
分
の
日
本
語
仮
訳

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
我
々
は
、
法
と
正
義
の
原
則
に
基
づ
き
外
交
政
策
を
遂
行
す
る
と
の
ロ
シ
ア
の
公
約
を
歓
迎
す
る
。
我
々
は
、
こ
の
ロ

シ
ア
の
公
約
が
領
土
問
題
の
解
決
を
通
じ
た
日
ロ
関
係
の
完
全
な
正
常
化
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
信
じ
る
。
」

四
及
び
五
に
つ
い
て

一



Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
の
準
備
過
程
に
お
け
る
交
渉
の
内
容
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
他
の
Ｇ
�
サ

ミ
ッ
ト
参
加
国
と
の
信
頼
関
係
を
損
な
い
、
ま
た
、
今
後
の
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
の
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
交
渉
上
不

利
益
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
差
し
控
え
た
い
。

二


